
1単位

時 間 数 30時間
足立　健太

授 業
科 目 名

担 当

耳鼻咽喉科学

教 員 名

専門基礎分野

耳科学２   　　 内耳・後迷路性疾患

耳鼻咽喉科の対象領域は、文字どおり「耳」「鼻」「のど」等であり、互いに関連しあってい
ます。この授業では、各領域の解剖・生理、検査、疾患についての基本的知識について講義し
ます。

〔授業概要〕

〔学習目標〕

耳鼻咽喉科の各領域についての、基本的な知識を得る。

〖言語聴覚学科〗

授 業 形 態 講義

配 当 学 期 1年（後期）

単 位 数

授業概要
学習目標

授 業 回 数

第 1 回

第 2 回

第 3 回

気管・食道など　気管支・食道遺物

授業内容

第 4 回

耳科学３    　　めまいと平衡機能検査

喉頭１      　　解剖、生理、検査

咽頭１      　　解剖、生理、唾液腺疾患

咽頭２      　　扁桃の疾患、咽頭の腫瘍

第 8 回

第 9 回

第 10 回

鼻科学１    　　解剖・生理・検査、鼻出血

第 13 回

鼻科学３　　　　顔面外傷　閉塞性睡眠時無呼吸症候群

第 5 回

第 6 回

第 7 回

メッセージ

言語聴覚士のための基礎知識　耳鼻咽喉科学　第2版　医学書院

New Simple Step　耳鼻咽喉科　総合医学社

領域が広く覚える量も膨大です。国家試験での出題率も非常に高い科目です。

教 科 書
参考図書

履修上の
留 意 点

〔参考図書〕

気管・食道など　気管切開、カニューレ

第 11 回 喉頭２      　　先天性疾患、炎症性疾患、咽頭外傷

喉頭３　　　　　喉頭がん、喉頭麻痺、反回神経麻痺第 12 回

耳科学４　　　　側頭骨骨折、顔面神経麻痺

耳科学１    　　外耳・中耳疾患

鼻科学２　　　　固有鼻腔の疾患、副鼻腔の疾患

評価方法

〔教科書〕

第 14 回

第 15 回

定期テストで評価します。

まとめ


